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「
日
本
の
大
学
生
に
向
け
て
言
い
た
い
こ
と
〜
海
外
生
活
者
の
視
点
か
ら
〜
」

リヒテルズ直子/Naoko Richters

2011年５月30日(月)16：30～17：30
リヒテルズ直子氏講演会

九州産業大学
福岡市東区松香台 2-3-1

「日本の大学生に向けて言いたいこと～海外生活者の視点から～」
参加：学生/教職員/一般 (参加無料)
司会：安永信二准教授 (学士力G/国際文化学部日本文化学科)

2011年５月30日(月) 17：50～18：50

研究会
会場：九州産業大学２号館 2W303 教室

「教育の質保証問題～学士力をどう考えるか～ リヒテルズ直子氏を囲んで」
参加：教職員/学生 /一般 (参加無料)

司会：岡村東洋光教授 (学士力 Gプロジェクト代表/経済学部経済学科)

パネラー：藤田尚志講師 (国際文化学部臨床心理学科 )

 安永信二准教授 (学士力G/ 国際文化学部日本文化学科)

 聞間理准教授 (学士力G/ 経営学部産業経営学科)

 石川泰成准教授 (学士力G/ 国際文化学部国際文化学科)

 黒岩俊哉教授 (学士力G/ 芸術学部デザイン学科)

Naoko Richters

Talk

Lecture

リ
ヒ
テ
ル
ズ
直
子
／Naoko Richters

●
下
関
に
生
ま
れ
、
福
岡
市
で
育
つ
。
九
州
大
学
大
学
院
修
了
。

修
士
課
程
ま
で
比
較
教
育
学
を
専
攻
、
そ
の
後
、
同
大
学
院
社
会
学
科

博
士
課
程
に
編
入
。1981-83

年
、
国
際
文
化
教
育
交
流
財
団
か
ら

報
償
奨
学
金
を
受
け
、
マ
レ
ー
シ
ア
国
立
マ
ラ
ヤ
大
学
に
研
究
留
学
。

の
ち1985

年
博
士
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
。

●1983-96

年
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
夫
に
伴
い
、
ケ
ニ
ア
、
コ
ス
タ
リ
カ
、

ボ
リ
ビ
ア
に
在
住
。
こ
の
間
、
長
男
長
女
を
出
産
の
傍
ら
、
翻
訳
・
通

訳
業
（
英
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
）
に
従
事
。
ボ
リ
ビ
ア
国
立
サ
ン
ア
ン
ド

レ
ス
大
学
で
大
学
院
生
に
社
会
学
講
義
を
行
う
。

●1996

年
よ
り
オ
ラ
ン
ダ
在
住
。1999

年
よ
り
「
リ
ヒ
テ
ル
ズ
直

子
の
オ
ラ
ン
ダ
通
信
」
を
開
始
。2002

年
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
公
開
。
オ
ラ
ン
ダ
の
教
育
・
社
会
事
情
を
発
信
し
続
け
、
日
本
で
も

講
演
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
企
画
開
催
、
執
筆
な
ど
活
動
を
展
開
。
オ

ラ
ン
ダ
で
は
文
部
科
学
省
委
託
現
地
調
査
な
ど
で
、
現
地
研
究
者
と
し

て
協
力
。

●
朝
日
新
聞
、長
崎
新
聞
な
ど
で
、連
載
記
事
執
筆
。「
日
本
教
育
新
聞
」

「
教
育
と
医
学
」「N

H
K

社
会
福
祉
セ
ミ
ナ
ー
」「
学
誌
」「
ク
ー
ヨ
ン
」

「
ア
プ
ロ
ー
チ
」
な
ど
の
定
期
刊
行
物
に
記
事
執
筆
。

●2007

年11

月
、
オ
ラ
ン
ダ
・
イ
エ
ナ
プ
ラ
ン
教
育
の
専
門
家
３

名
を
伴
い
訪
日
。
東
京
と
京
都
で
日
本
で
初
め
て
イ
エ
ナ
プ
ラ
ン
教
育

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
企
画
・
実
現
し
た
。

●2008

年11

月
に
は
、
ユ
ト
レ
ヒ
ト
大
学
の
市
民
性
教
育
の
専
門

家
ミ
シ
ャ
・
デ
・
ウ
ィ
ン
タ
ー
博
士
と
ル
ッ
ク
・
ス
テ
ー
ヴ
ェ
ン
ス
博

士
を
日
本
に
ま
ね
き
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
。
モ
デ
レ
ー
タ
ー
と
し
て

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
進
行
を
担
当
し
た
。

リヒテルズ直子著書
●「いま『開国』の時、ニッポンの教育」

( ほんの木 2009・尾木直樹さんとの共著 )

●「残業ゼロ授業料ゼロで豊かな国オラン

ダ―日本と何が違うか」( 光文社 2008)

●「オランダの個別教育はなぜ成功したか

－イエナプラン教育に学ぶ」

( 平凡社 2006)

●「オランダの教育－多様性が一人一人の

子供を育てる」( 平凡社 2004)

●「うちの子の幸せ論」

( ほんの木 2007・共著 )

●「学力を変える総合学習」

( 明石書店 2006・共著 ) など。

会場：九州産業大学２号館 2E307教室


